
 

 

2024 年 5 月 17 日 

各  位 

株式会社八十二銀行 

 

サステナビリティ経営支援サービスにおける取組みについて 

 

八十二銀行（頭取 松下 正樹）では、「サステナビリティ経営支援サービス」を通じて不二越機械工業

株式会社（長野市、代表取締役社長 市川 大造）のサステナビリティ経営方針の策定を支援いたしました。 

本サービスは SDGs に対する取組みを経営戦略に組み込んだ「サステナビリティ経営」を促すもので、お

客さまの経営資源や経営理念、外部環境を踏まえ、サステナビリティ経営の軸となるマテリアリティ（重

要課題）を設定し、サステナビリティ経営方針の策定を支援いたします。 

当行は、金融サービスを通じてお客さまのサステナビリティ経営実現を後押しするとともに、地域社会

の持続的な成長に貢献してまいります。 

 以下に概要をお知らせいたします。 

 

【サステナビリティ経営方針策定企業の概要】 

会 社 名 不二越機械工業株式会社 

代 表 者 市川 大造 

所 在 地 長野市 

業 種 生産用機械器具製造業 

事業内容等 半導体加工装置の開発・設計・製造・販売 

不二越機械工業様のサステナビリティ経営方針は別紙をご覧ください。 

以 上  



不二越機械工業株式会社

2052年の創業100年に向けて、気候変動や循環型社会、旺盛な半導体需要といった環境変化
が予想されます。当社の強みである独自の開発力、それを支える社員とともに、環境、人、
社会、地域に配慮した持続可能な社会の実現と、「夢を実現する果てしない挑戦」により、
企業価値の向上に取り組んでまいります。

夢を実現する果てしない挑戦
（社会課題の解決を実現する

独創的な製品開発）

「衆心維城」、「脚下照顧」の精神に

より、お客さまの課題解決に結びつく、

独自の製品開発を進めていき、不二越

ブランドを向上させていきます。

●社会課題の解決に資する新分野での事業化実現

：1分野以上

環境調和型の製品開発と提供

限りある資源への配慮、環境負荷低減

のため、製造過程のエネルギー消費

削減や化学物質の適性管理に取組んで

まいります。

● 2052年までにカーボンニュートラル達成

：CO2排出量を2030年までに40％削減（対2019年比）

●生産装置の環境性能向上

：「30％」以上

働きがいを創出する職場づくり

従業員の人材開発、その家族の幸せ

実現により、日本一従業員満足度が

高い企業を目指していきます。

●エンゲージメント調査を定期的に実施

：「自社で働き続けたい」割合を「90％」以上

従業員の健康・
労働安全性の実現

従業員の健康、安全性のある労働環境

の創出により、心身共に前向きに働け

る職場づくりを行っていきます。

● メンタル休業者ゼロ

● 健康経営優良法人の認定継続取得（ブライト500への挑戦）

地域社会との共存共栄

「利他の精神」により、ステーク

ホルダーとの持続可能なサプライ
チェーンの構築を目指し、コミュニ
ケーションを図っていきます。

⚫ 社会貢献活動への参加

：年間12件以上（交通安全、クリーン運動、スポーツ協賛、

教育関係職場体験、ボランティア活動等）

重要課題 取組方針 2052年度目標値

企業理念
我々は叡智を集結し卓越した技術と豊かな感性を磨き、
お客様に信頼され業界と地域社会の発展に貢献する

経営
ビジョン

夢を実現する果てしない挑戦
半導体製造装置企業として培った技術を活かし、新分野に挑戦して
世界の産業界の発展に貢献する

社訓
１．お客様に対する責任 ２．企業存続に対する責任
３．協力企業に対する責任 ４．社員に対する責任
５．社会に対する責任
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